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2021年1月のLNG価格高騰時と現時点の比較
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2020年後半～2021年1月 本年（10月現時点）

（供給サイド）

日本が長期契約を締結するLNG供給設備
等においてトラブルが多発。
（例：ゴーゴンLNG、キャメロンLNG、フリー
ポートLNG、カタールLNG等）

昨年同様の多数かつ影響を与えるようなトラブ
ルの報告や相談は、現時点で届いていない。

パナマ運河の通峡渋滞により、米国産LNG
が迅速に届きにくい状態に。

昨年同様の報告や相談は、現時点で届いてい
ない。

（需要サイド）

東アジアの寒波の影響により、日中韓で急
激にLNG需要が増加。

・中国のLNG需要は堅調に増加。
①9月の輸入量は675万トンで、対前年同月比19％増。
②1-9月の輸入量の合計は5,848万トンで対前年同期比で

22.7%増。
・LNGスポット市場は既に、12月商戦に入っているが、本
年12月～2月にかけての中国、韓国のLNG需要の増減は
引き続き注視が必要。

・欧州でも、在庫水準が回復せず、また寒い冬となれば、LNG
需要をさらに押し上げる要因になる可能性。

※日本の電力・ガス会社は、長期契約によるLNGの調達が多い。





つながりを強める世界のLNG・ガス市場
 JOGEMC調査によると、2018年以降、世界のガス・LNG価格は相関関係が強まっている。
 東アジア、欧州、米国市場が緊密につながった市場となっており、ある市場の需給動向や政府の

政策が、他の市場に影響を与える構造となっている。
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＜JKM-TTF-HH（月平均）の相関関係を示す決定係数の変化＞

（出典：各種資料によりJOGMEC作成）

JKM・・北東アジアのスポッ
トLNG価格指標

TTF・・欧州の天然ガス価
格指標

HH・・米国の天然ガス価
格指標






